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1.プログラムに参加した理由
　私が雫石のキャリアデザインプログラムに参加した理由は、いろいろな業種の仕事をする方々と交流したり体験したりすることで自分の視野を広げたいと考えたからです。私はもともと首都圏の大企業に就職したいと思い大学に進学しました。ですが、授業で実際にいろいろな地域の業種の経営者の方々のお話をお聞きする中で、地方での農業や町おこし、起業にも興味を持つようになりました。また、実際に雫石に住む方々との交流を通して都会では築けないような人間関係を築ければいいなと思い参加しました。

2.3日目の活動報告
○西根石窯坂内さん
　西根石窯さんでは実際に石窯を見学させていただきながら白炭づくりについてのお話をお聞きさせていただきました。白炭の実物を初めてみたのですが、黒炭よりも軽く表面がつやつやしていました。石窯も坂内さんが一から自分で作り上げたものだとお話ししてくださりとても驚きました。他にも、坂内さんが白炭職人になるまでの人生についてもお話してくださいました。イギリスで約５年暮らしたのちに、雫石にもどり白炭と出会ったときに大きな感銘を受けたそうです。現在、白炭職人は減少していますが坂内さんのように白炭づくりに興味を持ち後継者となる人がいるだろうと語ってくださいました。
　お昼は坂内さんと一緒に七輪ごはんを作りました。土鍋で炊いたお米はとても香りが強く、粒がしっかりしていました。雫石でとれた野菜も素材の良さが生かされていてとてもおいしかったです。七輪や土鍋を使ってご飯を作るような、機会はめったにないのでとても感動しました。最後に、坂内さんが私たちに体験することを大事にしてほしいと熱く語ってくださりとても感銘を受けました。

○網張ビジターセンターさん
　午後は網張ビジターセンターさんを訪れました。雨もやみ、森の中を歩くことができました。森の中では様々な動植物が生活しており、存分に自然を感じることができました。そのご、集客のためのアイデア出しを行いました。廃材を使ったワークショップやスタンプラリーといった案が出ました。最後は網張温泉にも入りました。３日目は雫石の自然と深く触れ合えた１日でした。

3.インターンを通して感じたこと、今後の抱負
　インターンを通してまず感じたのは、雫石の自然の美しさと人の温かさです。駅を出てすぐ広い空ときれいな景色が目に入ってきました。そして地域の皆さんの優しいおもてなしがとても印象的でした。また、小岩井農場さんやビジターセンターさんでのアイデア出しに参加した際には、新しい発想を生み出す難しさを実感しました。その一方で、挑戦することで気づきが得られることも実感しました。そして、様々な方々から「経験し、好きなものを見つけることの大切さ」を学ぶことができました。
　六日間という短い期間でしたが、雫石での多くの経験を通して「挑戦して体験することの価値」を学ぶことができました。今後は自分の好きなことを見つけるために積極的に挑戦し続けたいと思います。そして、雫石での経験や魅力を友達や家族に伝え、少しでも雫石に貢献できればいいなと考えています。

4.雫石町へのひとこと
　最後になりますが、初めてのインターンで不安もありましたが、雫石の皆さんが温かく迎えてくださったおかげで、安心して充実した６日間を過ごすことができました。本当にありがとうございました。また雫石を訪れたいと思いますので、その際にはぜひご挨拶に伺いたいと思います。
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